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彦
根
市
の
歳
出
決
算
額
と
そ
の
内
訳
の

推
移
は
グ
ラ
フ
１
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
の
予
算
額
は
、
普
通
会
計
ベ
ー

ス
　（注）
で
３
３
４
億
円
で
、
平
成
４
年
度
の

決
算
額
２
６
６
億
円
と
比
べ
て
68
億
円
増

加
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
増
加
の
著
し

い
経
費
が
義
務
的
経
費
で
す
。
義
務
的
経

費
と
は
、
法
律
で
支
払
う
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
収
入
が
減
っ
て
も

簡
単
に
は
減
ら
す
こ
と
が
出
来
な
い
経
費

で
す
。
市
職
員
の
給
与
や
市
議
会
議
員
の

報
酬
な
ど
の
人
件
費
、
生
活
困
窮
者
や
、

児
童
、
老
人
、
障
害
者
な
ど
を
支
援
す
る

た
め
に
使
わ
れ
る
扶
助
費
、
借
金
の
返
済

に
使
わ
れ
る
公
債
費
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。こ

の
義
務
的
経
費
の
歳
出
全
体
に
占
め

る
割
合
は
、
平
成
４
年
度
決
算
で
は
39
・

５
％
で
し
た
が
、
平
成
16
年
度
当
初
予
算

で
は
、
51
・
２
％
と
な
り
、
歳
出
の
半
分

以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
の
内
訳
は
、
グ
ラ
フ
２
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
件
費
が
半
分

近
く
を
占
め
ま
す
が
、近
年
に
お
い
て
は
、

そ
の
額
は
ほ
ぼ
一
定
で
推
移
し
、
そ
の
割

合
は
低
下
し
て
い
ま
す
。し
か
し
今
後
は
、

定
年
退
職
者
が
増
え
る
こ
と
か
ら
退
職
金

の
支
払
い
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
割
合
が
高

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
扶
助
費
と
公
債
費
は
、
平
成
４

年
度
と
比
べ
て
、
平
成
16
年
度
予
算
で
は

と
も
に
約
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
児
童
手
当
な
ど

子
ど
も
を
対
象
と
し
た
施
策
の
拡
充
や
、

老
人
・
小
児
医
療
費
の
助
成
の
充
実
、
さ

ら
に
生
活
保
護
件
数
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
今
後
も
さ
ら
に
上
昇
を
続
け
る
も
の

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

公
債
費
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
市
債

と
い
う
借
金
を
し
な
が
ら
、
市
民
生
活
に

必
要
な
道
路
や
学
校
、
そ
の
他
公
共
施
設

を
整
備
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
借
金

の
返
済
額
が
増
え
て
い
ま
す
。

（注）
普
通
会
計

自
治
体
間
の
財
政
比
較
な

ど
に
用
い
ら
れ
る
統
計
上
の
会
計
。
詳

し
く
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
６
月
１
日

号
７
ペ
ー
ジ
「
用
語
解
説
」
参
照

シリーズ 新時代の市政運営　第３回

で
は
、
こ
の
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
、

県
内
の
他
の
市
と
比
較
し
て
み
る
と
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
人
件
費
で
す
が
、
市
民
１
人
当
た

り
が
負
担
し
て
い
る
額
は
、
県
内
８
市
中

で
５
番
目
に
多
く
、
人
口
が
同
程
度
の
草

津
市
と
比
較
す
る
と
約
１
万
２
千
円
多
く

な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
３
）。
こ
れ
は
、

消
防
業
務
な
ど
に
つ
い
て
、
彦
根
市
で
は

直
営
方
式
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
要
因

の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

扶
助
費
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
市
民
１

人
当
た
り
の
負
担
額
は
、
と
も
に
８
市
中

３
番
目
の
多
い
額
と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
４
お
よ
び
５
）。
こ
れ
ら
の
経
費
の

歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
彦
根
市
だ

け
で
な
く
県
内
の
ほ
か
の
市
で
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
平
成
14

年
度
の
彦
根
市
に
お
い
て
は
、
人
件
費
・

扶
助
費
・
公
債
費
だ
け
で
、
市
民
１
人
当

た
り
が
14
万
８
千
円
を
負
担
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
４
人
家
族
の
世
帯
で

は
、
こ
れ
ら
の
義
務
的
経
費
だ
け
で
、
１

年
間
に
59
万
２
千
円
を
負
担
し
た
計
算
に

な
り
ま
す
。

各
家
庭
で
は
収
入
に
合
わ
せ
て
支
出
を

減
ら
し
た
り
全
体
の
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を

見
直
し
た
り
し
ま
す
。
自
治
体
で
も
同
じ

よ
う
に
、
歳
入
の
額
に
応
じ
て
、
歳
出
を

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

家
計
に
お
い
て
削
る
こ
と
が
で
き
な
い
費

用
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
自
治
体
の

財
政
に
お
い
て
も
義
務
的
経
費
を
大
幅
に

削
減
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

現
在
の
彦
根
市
は
、
収
入
が
伸
び
悩
む

な
か
で
、
一
方
で
は
こ
う
し
た
義
務
的
な

経
費
が
増
え
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま

す
。
義
務
的
経
費
が
増
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
分
自
由
に
使
う
こ
と
の
で
き
る

お
金
が
減
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
今
後
は
、
彦
根
市
が
独
自
の
判
断

で
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
見
直
し
を
か
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
市
の
事
業
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
、
何
を
優
先
し
、
何
を
我
慢
す

る
の
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

す
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
「
あ
れ
も
、

こ
れ
も
」
と
事
業
を
実
施
で
き
た
時
代
か

ら
、「
あ
れ
か
、
こ
れ
か
」
と
事
業
を
選

択
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。

次
回
も
、
引
き
続
き
、
歳
出
の
状
況
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

経
営
改
革
推
進
室
ま
た
は

財
政

課
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

Ｅ
メ
ー
ル
　keieikaikaku@

m
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現
在
の
彦
根
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
５
月
15

日
号
、
６
月
１
日
号
で
は
、
市
税
や
、
地
方
交
付
税

な
ど
の
歳
入
（
収
入
）
と
市
債
（
借
金
）
な
ど
の
状

況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
今
回
か
ら
２
回
に
わ
た
っ
て
は
、
歳

出
（
支
出
）
の
状
況
を
中
心
に
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
歳
出
は
大
き
く
分
け
て
義
務
的
経
費
、
投

資
的
経
費
、
一
般
行
政
経
費
な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す

が
、
今
回
は
そ
の
中
で
も
義
務
的
経
費
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

膨らみ続ける
義務的経費

歳出総額に占める義務的経費の割合

39.5％（平成４年度）
⇩

51.2％（平成16年度）

市民１人当たりが
負担する義務的経費
人件費　71,000円（８市中５位）
扶助費　38,000円（８市中３位）
公債費　39,000円（８市中３位）
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機
能
性
や
効
率
性
の
高
い
事
務
事

業
の
執
行
を
図
る
た
め
、
組
織
力
を

高
め
る
と
と
も
に
、
計
画
的
、
一
体

的
な
取
組
を
進
め
る
。

〈
取
組
結
果
〉

○
総
合
的
、
機
能
的
な
体
制
整
備
を

図
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
組
織
機

構
を
見
直
し
ま
し
た
。

・
納
税
推
進
室
の
新
設
（
平
成
15
年

す

彦
根
市
で
は
、市
民
と
行
政
と
が
、

適
正
な
役
割
分
担
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
築
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

今
ま
で
以
上
に
住
み
よ
い
ま
ち
「
彦

根
」
を
実
感
で
き
る
市
政
を
運
営
し

て
い
く
た
め
、
平
成
13
年
度
か
ら
平

成
17
年
度
ま
で
を
取
組
期
間
と
す

る
、
彦
根
市
行
政
改
革
大
綱
「
さ
し

す
せ
そ
運
動
」
に
基
づ
く
取
り
組
み

を
進
め
な
が
ら
、
自
己
決
定
・
自
己

責
任
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
平

成
15
年
度
に
お
け
る
、「
さ
し
す
せ

そ
運
動
」
の
主
な
取
組
結
果
の
概
要

を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、
国
、
地
方
を
通
じ
て
、
行

財
政
の
状
況
は
、
非
常
に
厳
し
い
な

か
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め

今
後
は
、
行
政
シ
ス
テ
ム
を
抜
本
的

に
見
直
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
と
行

政
の
役
割
分
担
（
負
担
）
を
よ
り
い

っ
そ
う
明
確
に
し
、
相
互
理
解
の
も

と
に
協
力
、
協
働
の
行
政
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
な
が
ら
効
率
的
で
効
果
的

な
市
政
運
営
に
努
め
る
。

〈
取
り
組
み
結
果
〉

○
全
国
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
第
２
次
稼
動
の
供

用
開
始
に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
交
付
お
よ
び
住
民
票
写

し
の
広
域
交
付
の
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
し
た
。

○
入
札
参
加
資
格
申
請
の
要
領
お
よ

び
諸
様
式
を
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

○
在
住
外
国
人
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
健
康
管
理
関
係
、
保

険
年
金
関
係
な
ど
、
計
58
種
の
文

書
に
つ
い
て
、
新
た
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
併
記
の
申
請
書
等
を
作
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
版
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
版
の
市
内
地
図
を
作
成

し
ま
し
た
。

○
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
と
負
担
の
公
平

の
確
保
を
図
る
た
め
、
下
水
道
使

用
料
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
（
平

均
改
定
率
９
・
８
％
）。
ま
た
、
消

費
税
の
端
数
処
理
を
１
円
未
満
切

り
捨
て
に
改
定
し
ま
し
た(

水
道

料
金
、
下
水
道
使
用
料
、
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
使
用
料)

。

○
口
座
振
替
済
通
知
書
を
原
則
廃
止

し
ま
し
た
。

○
市
立
病
院
で
、
待
ち
時
間
が
長
く

な
る
場
合
に
、
テ
ロ
ッ
プ
で
待
ち

時
間
の
周
知
を
図
り
ま
し
た
。

○
国
際
交
流
サ
ロ
ン
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
３
台
を
設
置
し
、
留
学
生
や
市

民
が
活
用
で
き
る
環
境
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

○
市
民
と
行
政
と
の
役
割
分
担
、
行

政
の
か
か
わ
り
方
を
基
本
に
、
各

種
事
務
事
業
の
点
検
を
行
い
、
補

助
金
を
次
の
よ
う
に
見
直
し
ま
し

た
。

・
廃
止
し
た
も
の
　
33
件

１
億
９
５
３
万
９
千
円
減

・
見
直
し
た
も
の
　
35
件

５
、６
７
５
万
５
千
円
減

・
終
期
を
設
定
し
た
も
の
　
４
件

５
８
４
万
円
増

・
統
合
し
た
も
の
　
３
件

３
、５
９
８
万
８
千
円
減

・
新
設
し
た
も
の
　
27
件

１
億
６
、１
４
９
万
４
千
円
増

情
報
の
公
開
を
通
し
て
情
報
の
共

有
化
を
図
る
な
ど
市
民
参
画
を
促

し
、
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
す
る
。

〈
取
り
組
み
結
果
〉

○
「
広
報
ひ
こ
ね
」
の
充
実
を
図
る

た
め
、
市
長
に
よ
る
政
策
に
関
す

る
記
事
「
紙
上
談
話
室
」
を
８
回

掲
載
し
ま
し
た
。

○
各
種
審
議
会
等
へ
の
公
募
委
員
の

参
画
を
進
め
ま
し
た
。
平
成
15
年

度
は
、
次
の
審
議
会
等
で
公
募
を

行
い
ま
し
た
。

・
彦
根
市
外
国
籍
市
民
施
策
懇
話
会

・
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
広
報

誌
か
け
は
し
編
集
委
員

○
公
有
財
産
の
取
得
お
よ
び
処
分
価

格
等
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に

「
彦
根
市
公
有
財
産
審
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
遊
休
地

な
ど
の
処
分
に
向
け
、
測
量
等
の

準
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

○
民
間
活
力
の
導
入
等
の
点
検
と
し

て
、
老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
調
理

業
務
を
民
間
委
託
し
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
再
生
資

源
化
事
業
に
つ
い
て
施
設
の
建

設
、
維
持
管
理
お
よ
び
運
営
を
民

間
委
託
し
平
成
15
年
10
月
か
ら
資

源
化
業
務
を
開
始
し
ま
し
た(

資

源
化
量
３
２
９
ｔ
）。

事
務
事
業
の
執
行
に
お
い
て
は
、

常
に
目
標
値
を
持
ち
、
目
標
達
成
の

た
め
に
事
務
事
業
評
価
を
行
う
。

〈
取
組
結
果
〉

○
市
立
病
院
で
第
三
者
的
な
立
場
で

医
療
の
質
や
機
能
を
評
価
す
る
㈶

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
に
よ
る

病
院
機
能
評
価
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

○
事
務
事
業
の
透
明
性
の
確
保
と
説

明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
彦
根
市

総
合
発
展
計
画
「
ひ
こ
ね
21
世
紀

創
造
プ
ラ
ン
」
実
施
計
画
に
掲
げ

た
事
業
の
う
ち
、
市
民
生
活
に
密

接
に
関
連
す
る
事
業
に
係
る
事
務

事
業
評
価
表
の
公
表
を
１
２
１
事

業
に
増
や
し
、
市
民
か
ら
意
見
等

の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

４
月
）

・
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
設
置

（
平
成
15
年
10
月
）

○
新
た
な
行
政
需
要
や
権
限
委
譲
事

務
に
対
し
て
、
弾
力
的
・
効
果
的

な
市
政
運
営
を
図
る
た
め
、
次
の

と
お
り
事
務
分
掌
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

・
有
線
放
送
電
話
事
業
の
廃
止
（
平

成
14
年
３
月
）

・
彦
根
市
勤
労
者
青
少
年
ホ
ー
ム
と

彦
根
市
働
く
婦
人
の
家
の
事
業
を

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
に
集
約
し
、
そ

の
管
理
を
彦
根
勤
労
福
祉
会
館
へ

委
託

・
「
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
」(

※
２)

の
改

正
に
よ
る
、
認
定
書
の
受
理
・
審

査
・
命
令
に
関
す
る
事
務
の
開
始

・
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化

に
関
す
る
法
律
」(

※
３)

の
改
正

に
よ
る
、
指
導
、
助
言
等
の
事
務

の
開
始

※１　スクラップ・アンド・ビ
ルド(Scrap And Build)
古い組織や制度の解体や廃業

(スクラップ)と、新しい組織や制
度の建設（ビルド）

※２　ハートビル法
高齢者や障害のある人が、円

滑に利用できる建築物の建築を
促進し、誰もが快適に暮らせる
まちづくりに寄与することを目
的とした法律のこと。この法律
では、デパートや ホテルなど、
不特定かつ多数の人が利用する
建築物を建てるときには、 建物
の出入口、階段、トイレなどに
ついて、高齢者や障害のある人
が、安心して気持ちよく利用で
きるようにするように努めなけ
ればならないとされている。

※３　エネルギー使用の合理化
に関する法律
エネルギーを大量に使用する

工場（エネルギー管理指定工場）
に対して、燃料や電気の使用状
況の定期報告義務などを課し、
また家電や自動車の製造者には、
それぞれの機器分野で省エネ努
力を求める法律のこと。

※４　環境マネジメントシステム
環境を良好に維持し、継続的

に改善していく「しくみ」。ＩＳ
Ｏ(国際標準化機構)14001として
規格化されている。環境配慮に
関する仕事の手順のこと。

○
公
共
工
事
の
効
率
化
を
進
め
る
た

め
、
公
共
工
事
の
10
％
の
コ
ス
ト

縮
減
を
目
標
に
、
横
断
的
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

○
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
）(

※
４)

の

認
証
取
得
範
囲
を
幼
稚
園
、
保
育

園
、
小
・
中
学
校
に
拡
大
し
ま
し

た
。

○
他
団
体
等
と
の
人
的
交
流
を
進

め
、
職
員
に
専
門
的
知
識
を
習
得

さ
せ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
職
員

を
派
遣
し
ま
し
た
。

・
滋
賀
県
長
期
実
施
研
修

・
米
国
ア
ナ
ー
バ
ー
市(

姉
妹
都
市)

・
本
市
と
犬
上
郡
３
町
の
職
員
に
よ

る
政
策
法
務
研
修

行
政
改
革
に
関
す
る
お
問
い
合
せ

総
務
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内

線
４
４
７
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
◯　22　
１

３
９
８
番

・
彦
根
市
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員

・
彦
根
市
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
委
員
会

・
彦
根
市
高
齢
者
保
健
福
祉
協
議
会

・
彦
根
市
公
共
下
水
道
審
議
会

○
市
民
の
自
主
活
動
を
支
援
し
、

「
住
民
自
治
」
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
ひ
こ
ね
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

の
運
営
管
理
に
要
す
る
費
用
を
助

成
し
ま
し
た
。

縮
減
と
い
う
視
点
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応

し
、
時
代
を
先
取
り
す
る
。

〈
取
り
組
み
結
果
〉

○
財
政
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た

め
、
関
係
す
る
各
課
が
、
使
用
料
、

手
数
料
、
負
担
金
等
の
納
付
に
つ

い
て
、
電
話
や
文
書
で
の
催
告
、

昼
夜
間
の
訪
問
徴
収
や
特
別
徴
収

等
に
よ
る
未
納
者
対
策
を
進
め
ま

し
た
。

語 句 説 明



７ 広報ひこね　平成16年６月15日 ６広報ひこね　平成16年６月15日

第７回　ブラジルの中の日本語

◆梅雨の季節ですね
皆さん、ご機嫌いかがですか。雨の日が続いて外出が
できないときには、どのようにお過ごしでしょうか。私
は、図書館で借りてきた本を子どもたちと読むのが大好
きです。日本の絵本や紙芝居は、子どもたちを引きつけ
る楽しい絵が多くて、夢がありますね。

◆日系人社会と言葉
さて、今回はまず、ブラジルの日系人社会とそこで使
われている言葉についてお話します。
現在ブラジルでは、移民者である１世のほか、現地で
生まれた子どもや孫、ひ孫の世代までの４世代が共に暮
らしています。世代を重ねるごとに、だんだん日本語か
ら離れていくのは仕方のないことですが、日系人社会の
中では、一般に「コロニア語」（正式に学問的に定義され
たものではありません。）と名づけられた新しい言語コミ
ュニケーションが生まれ、世代間の掛け橋として活躍し
ています。
「○○さんの家はPONTE

ポ ン チ

（=橋）を渡って２軒目です
よ！」とか、「うちの息子は、昨日NOVO

ノ ー ヴ ォ

（=新しい）の
車を買いました。」「このDOCE

ド ッ セ

（=甘いお菓子）はおい
しいですよ。」といった具合です。いずれも、日本語を話
す１世が２世たちに話すときによく使います。自分で身
につけたポルトガル語を駆使して、新世代の人たちとコ
ミュニケーションを持とうという気持ちがよく表れてい
ます。

私自身もコロニア（移住地）育ちで、１世の人たちと
20年間共に生活してきたので、こうした言葉をよく耳に
したものです。

◆日本に住むブラジル人では
こうした現象は、不思議なことに日本でもみられます。

在日ブラジル人が仲間同士で話しているとき、よく日本
語の単語が混ざっています。「QUERO

ケ ー ロ

FAZER
フ ァ ゼ ー ル

UM
ウ ン

保険
NOVO
ノ ー ヴ ォ

（新しい保険証を作りたい）」とか、「AGORA
ア ゴ ー ラ

ESTOU
エ ス ト ウ

NO
ノ

市役所（今、市役所にいます）」あるいは、
「VOU

ヴ ォ ウ

DE
デ

電車（電車で行きます）」といった具合です。
このような会話を交わしながら、徐々に日本語が話せ
るようになっていただきたいと思っています。
日本に生活するブラジル人は、日本人との交流を望ん
でいますが、言葉の壁が厚すぎてなかなか思うようには
いきません。心の中では少し寂しいと感じているに違い
ありません。

◆ブラジルでの日本語の普及
1980年代には、ブラジル全体で日本語ブームが始まり、
地方には日本語普及センターが整備されました。日系人
社会にとっては貴重な出来事で、新世代の人々への日本
語教育に非常に大きな影響を与えました。また、ブラジ
ル人の生徒も徐々に増え、いろいろなタイプの教室が設
けられました。中には幼稚園のクラスもでき、日系人だ
けではなく、非日系人の子どもたちもいっしょに日本語
の勉強をしています。
日本政府の援助もあって、今でもブラジルでは日本語
の普及が続いています。公立大学には日本語学科があり、
大勢の学生が在籍しています。その中には日本に留学し
たり、研修に訪れたりする人たちもたくさんいます。彼
らは、ブラジルに帰国後、学習した成果を両国のために
役立てたいと願い、お互いの国の掛け橋になれる仕事に
つくことに誇りを感じているのです。
日本とブラジル。この両国は、私の心の中だけではな
く、お互いに太い絆で結ばれているように思います。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

経験豊富なネイティブの教官が、ス
ピーキング・リスニング・リーディン
グ・文法を統合した実践的な英語の指
導と、アメリカの文化や社会事情など
のタイムリーな情報の紹介をします。
初級者クラスは日常会話能力の習得
を、中・上級者クラスは時事問題など

についてのディスカッションを通じて
総合的な表現力の向上を目指します。
♦９日間コース♦
日　時 ７月20日㈫～同30日㈮

（平日のみ）
10：00～12：00、13：15～15：15
受講料 80,000円（テキスト代を含む）

♦４日間コース♦
日　時 ７月20日㈫～同23日㈮
10：00～12：00、13：15～15：15
受講料 40,000円（テキスト代を含む）
♦５日間コース♦
日　時 ７月26日㈪～同30日㈮
10：00～12：00、13：15～15：15
受講料 45,000円（テキスト代を含む）
申込期限 ７月9日㈮（３コースとも）
申込・問い合わせ先　ミシガン州立大
学連合日本センター（松原町）
☎26-3400

情報
掲示板

れ
ま
し
た
。
な
お
、
詳
細
は
都
市
計

画
課
で
用
途
地
域
図
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

▼
松
原
町
字
弁
天
前
　
▼
松
原
町
字

石
持
　
▼
馬
場
一
丁
目
の
一
部
　
▼

城
町
一
丁
目
　
▼
本
町
一
丁
目
　
▼

本
町
二
丁
目
　
▼
本
町
三
丁
目
　
▼

中
央
町
の
一
部
　
▼
立
花
町
　
▼
佐

和
町
の
一
部
　
▼
京
町
三
丁
目
の
一

部
　
▼
西
沼
波
町
字
檜
物
町
　
▼
地

蔵
町
字
十
九
　
▼
小
泉
町
字
上
手
口

▼
竹
ヶ
鼻
町
字
畑
ヶ
田
　
▼
高
宮
町

字
西
川
原
　
▼
八
坂
町
字
上
八
神
の

一
部
　
▼
八
坂
町
字
下
八
神
の
一
部

▼
八
坂
町
字
宮
前
の
一
部
　
▼
新
海

町
字
七
ノ
割
の
一
部

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
５
４
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
８
５
１
７
番

あ
な
た
の
個
人
情
報
を
守
る

個
人
情
報
保
護
制
度

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

権
利
・
利
益
を
保
護
し
、
公
正
で
適

正
な
行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成

15
年
８
月
か
ら
、「
彦
根
市
個
人
情

報
保
護
条
例
」を
施
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
市
が
保
有
す
る
個

人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
に
関
す

る
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
、

本
人
か
ら
の
請
求
に
よ
る
自
己
の
個

人
情
報
の
開
示
の
手
続
き
な
ど
に
つ

い
て
規
定
し
、

市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
で
き
る

よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。

こ
の
条
例
に

基
づ
い
て
、
彦
根
市
に
個
人
情
報
が

あ
る
人
な
ら
だ
れ
で
も
、
自
身
の
情

報
に
つ
い
て
、
開
示
請
求
な
ど
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
成
15
年
度

中
に
は
、
３
件
の
開
示
請
求
が
あ
り

ま
し
た
。

今
後
と
も
、
市
が
保
有
す
る
個
人

情
報
を
的
確
に
管
理
し
、
公
正
で
適

正
な
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
４
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

情
報
公
開
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

彦
根
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

市
政
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
よ
り
開

か
れ
た
市
政
を
実
現
す
る
た
め
、
平

成
９
年
４
月
か
ら
「
彦
根
市
情
報
公

開
条
例
」
に
基
づ
く
公
文
書
の
公
開

を
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
６
月
に

は
、
全
面
改
正
し
た
新
し
い
「
彦
根

市
情
報
公
開
条
例
」
を
施
行
し
ま
し

た
。平

成
15
年
度
中
に
は
、
市
民
会
館

の
設
計
図
や
都
市
計
画
道
路
「
稲
枝

停
車
場
線
」
の
決
算
書
、
彦
根
市
公

共
下
水
道
台
帳
図
面
・
調
書
の
書
類

な
ど
、
11
件
の
公
開
請
求
と
、
82
件

の
行
政
資
料
の
複
写
（
有
料
）
申
し

込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

情
報
公
開
制
度
で
は
、
国
内
外
、

個
人
・
法
人
・
任
意
団
体
な
ど
を
問

わ
ず
だ
れ
で
も
公
文
書
の
公
開
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
と
も
積
極
的
な
公
文
書
の
公

開
に
努
め
、
民
主
的
で
公
正
か
つ
透

明
性
の
高
い
市
政
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
４
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

市
県
民
税
の
税
制
改
正

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

平
成
16
年
度
の
個
人
の
市
県
民
税

の
税
制
改
正
に
つ
い
て
、
一
部
を

「
広
報
ひ
こ
ね
」
５
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.hikone.shiga.jp

）

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
内
容
と
同
じ
説
明
文
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民

税
係
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
０

６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

山
間
部
の
農
地
の
維
持
の
た
め
に

市
で
は
、
平
成
12
年
度
に
「
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
彦
根
市
基
本
方

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成
13
年

度
に
は
善
谷
町
の
農
家
の
皆
さ
ん
が

集
落
協
定
を
締
結
し
、
市
が
認
定
し

ま
し
た
。
協
定
に
参
加
し
た
人
た
ち

に
よ
り
、
平
成
16
年
度
ま
で
直
接
支

払
制
度
に
基
づ
い
て
農
地
が
維
持
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、耕
作
放
棄
の
防
止
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
農
用
地
の
保
全
管
理

農
道
・
水

路
の
共
同
で
の
定
期
清
掃
・
簡

易
補
修
、
草
刈
り
作
業

○
多
面
的
機
能
の
増
進

景
観
作
物

と
し
て
の
コ
ス
モ
ス
の
作
付
け

○
生
産
性
・
収
益
性
の
向
上

山
間

部
に
合
っ
た
ワ
ラ
ビ
や
フ
キ
を

作
付
け
す
る
な
ど
、
高
付
加
価

値
型
農
業
の
推
進

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
３
１
６
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

都
市
計
画
区
域
の

用
途
地
域
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

平
成
15
年
度
か
ら
、
都
市
計
画
区

域
の
用
途
地
域
の
見
直
し
作
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
５
月
14
日
付
け

で
次
の
区
域
で
用
途
地
域
が
変
更
さ

中ち
ゅ
う

山さ
ん

間か
ん

地
域
等

直
接
支
払
制
度
の
実
施
状
況

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
と
は

農
地
に
は
、
農
産
物
を
収
穫
す
る

だ
け
で
な
く
、
堤
防
の
役
割
を
し
て

洪
水
を
防
ぐ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
働
き

が
あ
り
ま
す
。

河
川
の
上
流
に
あ
る
中
山
間
地
域

で
耕
作
を
や
め
て
し
ま
っ
た
土
地
が

増
え
る
と
、
洪
水
や
土
壌
浸
食
な
ど

に
よ
り
、
下
流
域
の
多
く
の
住
民
の

生
命
や
財
産
に
影
響
が
出
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
域
は
、
平
地
に
比
べ

て
農
業
を
す
る
に
は
不
利
な
地
域
で

す
。
そ
の
た
め
、
農
業
生
産
活
動
を

維
持
し
て
、
農
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中

山
間
地
域
で
農
業
を
営
む
人
た
ち
に

交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

制度の概要
対 象 地 域 鳥居本地区
対象農用地 １ヘクタール以上のまと
まりのある農業振興地域の農用地で
あって、その傾斜が100分の１以上
20分の１未満（緩傾斜地）である地
区。善谷町、中山町中山、荘厳寺町、
仏生寺町を指定しています。
交付金単価 10アール当たり８千円
（田で、緩傾斜地のとき）

--- ミシガン州立大学連合日本センター　---
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募　集
滋
賀
県
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

第
27
期
学
生

〈
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
と
は
〉高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
新
し
い
知
識
や
教
養
、

技
術
を
身
に
つ
け
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
た
め
の
生
涯
学
習
の
場
で
す

〈
学
習
内
容
〉人
間
理
解
・
郷
土
理
解

・
社
会
参
加
・
学
校
行
事
の
必
修
講

座
と
園
芸
・
陶
芸
・
文
芸
・
生
活
科

学
・
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
選
択
講
座
〈
場
所
〉次
の
２
校
か

ら
選
択
　
◆
米
原
校
（
坂
田
郡
米
原
町

下
多
良
２-

１
３
７
　
県
立
文
化
産
業
交
流

会
館
内
）
◆
草
津
校
（
草
津
市
笠
山
七

丁
目
８-

１
３
８
　

長
寿
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
〈
学
習
期
間
〉10
月
か
ら

２
年
間
〈
応
募
資
格
〉県
内
在
住
で

昭
和
19
年
10
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
〈
授
業
料
〉年
間
１
２
、０
０

０
円
　
※
こ
の
ほ
か
に
教
材
費
な
ど

が
必
要
で
す
〈
応
募
期
限
〉７
月
20

日
㈫

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ

先
〉応
募
用
紙
（
福
祉
保
健
セ
ン
タ

ー
２
階
、
支
所
・
各
出
張
所
、
各
地

区
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、

介
護
福
祉
課

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）
☎
◯　 23　
９
６

６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
８
番

へ
赤
十
字
幼
児
安
全
法
講
習
会

〈
内
容
〉日
常
生
活
の
な
か
で
子
ど
も

に
起
き
や
す
い
事
故
の
予
防
と
手

当
、
子
ど
も
の
病
気
と
看
病
の
仕
方

な
ど
〈
対
象
〉15
歳
以
上
の
人
〈
日

時
〉７
月
14
日
㈬
〜
同
16
日
㈮

い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
〈
場

所
〉彦
根
市
民
会
館
〈
受
講
料
〉１
、

０
０
０
円
（
教
材
費
）〈
持
ち
物
〉

筆
記
具
、
昼
食
、
運
動
し
や
す
い
服

装
〈
定
員
〉20
人
（
先
着
順
）
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉日
本
赤
十
字

社
滋
賀
県
支
部
☎
０
７
７-

５
２
２-

６
７
５
８
番

「
ひ
こ
ね
文
芸
」
第
23
号

掲
載
作
品

〈
募
集
部
門
・
規
定
〉短
歌
（
１
人
３

首
、
便
せ
ん
ま
た
は
Ｂ
５
判
用
紙
）、

俳
句
（
１
人
５
句
、
同
）、
川
柳

（
１
人
５
句
、
同
）、
冠
句
（
題
「
張

り
き
っ
て
」「
枯
れ
落
葉
」「
不
況
風
」

合
わ
せ
て
１
人
５
句
、
同
）、
詩

（
１
人
１
編
、
縦
書
き
の
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）、
随

筆
・
評
論
（
１
人
１
編
、
同
３
〜
５

枚
）
小
説
（
１
人
１
編
、
同
５
〜
７

枚
）
※
部
門
ご
と
に
用
紙
を
改
め
、

部
門
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
電
話
番
号
を
各
用
紙
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
封
筒
に
も
部

門
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
※
い

ず
れ
も
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

※
応
募
原
稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
※
募

集
要
項
は
、
市
立
図
書
館
、
各
地
区

公
民
館
、
市
民
会
館
、
ひ
こ
ね
市
文

化
プ
ラ
ザ
、み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
、

高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
、
彦
根
城

博
物
館
、
広
野
会
館
、
東
山
会
館
、

支
所
・
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
よ

く
読
ん
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

〈
応
募
資
格
〉市
内
か
近
隣
町
に
在
住

の
人
、
ま
た
は
市
内
の
文
芸
団
体
に

所
属
す
る
人
（
応
募
に
際
し
て
彦
根

文
芸
協
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
ま

す
）〈
投
稿
料
〉１
部
門
１
、０
０
０

円
〈
締
切
日
〉７
月
31
日
㈯
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）〈
投

稿
先
〉市
立
図
書
館
内
「
彦
根
文
芸

協
会
」（
〒
５
２
２-

０
０
０
１
　
尾
末
町

８-

１
）〈
問
い
合
わ
せ
先
〉彦
根
文
芸

協
会
会
長

青
木
十と

九く

郎ろ
う

☎
◯　28　

１
１

８
４
番

♪茶の実人形を　送ってあげた
人がまた来る　またおいで♪

「茶の実人形」創作教室
彦根ばやしに歌われた茶の実人形を作りませんか。今や幻となった茶の実
人形を復活させ、広く皆さんに知ってもらうため、創作教室を開催します。
日時　土曜日コース　６月26日㈯、７月３日㈯

日曜日コース　６月27日㈰、７月４日㈰
13：30～16：30

場　所　彦根商工会議所
講　師　坂本皆

みな

枝
え

さん（現代工芸美術家協会近畿会会員）
参加費　500円（材料費など）
定　員　20人（先着順）
申込期限　６月25日㈮
申込方法・問い合わせ先　所定の申
込書に参加費を添え彦根みやげ品研
究会（中央町３-８彦根商工会議所内）
☎22-4551、FAX26-2730へ

募　集
学
校
開
放
講
座

彦
根
東
高
等
学
校

花
と
親
し
む

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

〈
対
象
〉県
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

〈
日
時
〉７
月
17
日
㈯
〜
８
月
７
日
㈯

の
毎
週
土
曜
日
（
全
４
回
）
の
午
後

１
時
〜
同
３
時
30
分
〈
内
容
〉い
ろ

い
ろ
な
器
を
使
っ
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
様
々
な
形
を
学
び

ま
す
〈
場
所
〉彦
根
東
高
等
学
校

（
金
亀
町
）
〈
受
講
料
〉３
、０
０
０
円

〈
教
材
費
〉毎
回
１
、０
０
０
円
〜
１
、

５
０
０
円
〈
定
員
〉25
人
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）
〈
申
込
期

間
〉６
月
16
日
㈬
〜
同
30
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）〈
申
込
方

法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉電
話
で
同
校

総
務
課
☎
◯　22　
４
８
０
０
番
へ

甲
良
養
護
学
校

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と

関
わ
る
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

〈
対
象
〉県
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

〈
日
時
〉７
月
24
日
、
８
月
７
日
、
同

28
日
、
９
月
11
日
、
同
25
日
（
す
べ

て
土
曜
日
・
全
５
回
）
の
午
前
９
時

30
分
〜
同
11
時
30
分
〈
内
容
〉障
害

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
か
か
わ
る
と
き
に
必
要

な
、
障
害
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知

識
と
支
援
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す

〈
場
所
〉
甲
良
養
護
学
校
（
犬
上
郡
甲

良
町
）
〈
受
講
料
〉
２
、
０
０
０
円

〈
定
員
〉
30
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
）
〈
申
込
期
限
〉７
月

16
日
㈮

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ

せ
先
〉住
所
・
名
前
・
電
話
番
号
を

書
き
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
校

開
放
講
座
運
営
委
員
会
（
〒
５
２
２-

０
２
５
２
　
犬
上
郡
甲
良
町
金
屋
１
７
９

８
）
☎
◯　38　
４
８
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　38　

４
８
８
５
番
へ

甲
種
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

〈
日
時
〉７
月
14
日
㈬
・
同
15
日
㈭
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
〈
場
所
〉

消
防
本
部
（
西
今
町
）
〈
受
講
料
〉５
、

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

〈
定
員
〉72
人
（
先
着
順
）
〈
申
込
期

間
〉６
月
21
日
㈪
〜
同
25
日
㈮
の
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
）

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
消
防
本

部
予
防
課
☎
◯　22　
０
３
３
２
番
、
消
防

署
南
分
署
☎
◯　43　
５
６
７
０
番
、
消
防

署
北
分
署
☎
◯　 23　
０
１
１
９
番
、
消
防

署
犬
上
分
署
☎
◯　38　

３
１
３
０
番

青
年
リ
ー
ダ
ー
Ｌ
Ｏ
Ｆ
研
修

Ｌ
Ｏ
Ｆ
は
、L

o
ts

O
f
F
u
n

（
た
く

さ
ん
の
楽
し
い
こ
と
）
の
頭
文
字
で
す
。

「
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
楽
し

く
し
た
い
」「
毎
日
を
も
っ
と
面
白

く
暮
ら
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
あ

な
た
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
「
や
っ

て
み
た
い
」
こ
と
を
形
に
し
ま
せ
ん

か
。
昨
年
ま
で
と
は
ス
タ
イ
ル
を
一

新
し
て
、
活
動
の
内
容
や
計
画
、
準

備
、
実
施
を
メ
ン
バ
ー
の
創
意
工
夫

で
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
互
い
に
思

い
や
考
え
を
出
し
合
い
な
が
ら
活
動

を
創
り
あ
げ
、
仲
間
と
や
り
遂
げ
る

喜
び
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

〈
参
加
資
格
〉15
歳
〜
30
歳
の
市
内
に

在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
（
中
学
生

を
除
く
）〈
１
回
目
の
内
容
〉▼
内
容

仲
間
づ
く
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ

ー
体
験
）
▼
日
時

７
月
４
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
　
▼
場
所

荒
神
山
少
年
自
然
の
家
　
※
２
回

目
以
降
は
、キ
ャ
ン
プ
・
創
作
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
な
ど
を
２
か
月

に
１
回
程
度
行
い
ま
す
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
教
育
委
員
会
青

少
年
課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

◯　 23　
９
１
９
０
番
へ

「障害児サマーホリデーサービス」
ボランティアを募集します ケアハウス（軽費老人ホーム）

「きなりの郷」が開設されます
所在地 稲枝町27-1
開設される日（入居できる日） ９月１日㈬
入居可能人数 50人（うち２人部屋３室）
入居資格 60歳以上で自立した生活ができる人（夫
婦のときは、どちらかが60歳以上であること）
サービスの内容 食事・入浴・緊急時の対応など
併設施設 デイサービスセンターきなり（定員20人）

モデルルームを公開します
公開日 ６月20日㈰、同27日㈰ 10：00～17：00
（公共交通機関を利用してください）
申込・問い合わせ先 社会福祉法人　稲

とう

朋
ほう

会
☎・FAX43-2431

「障害児サマーホリデーサービス」
は、市内に住む小学生以上の障害児
が、夏休みを楽しく、有意義に過ご
せるよう実施するものです。この活
動で、子どもたちを支援していただ
くボランティアを募集します。
期間　７月22日㈭～８月10日㈫、
８月18日㈬～同25日㈬のうちの
平日20日間で、9：30～15：15
※１日のみの体験参加も可
場所　甲良養護学校（犬上郡甲良町）、
盲学校（西今町）など
内容　参加児童の保育・介助
応募条件 障害のある児童の保育
に関心と熱意のある人（原則15

歳以上）
説明会　７月10日㈰13：30～15：
30に 福祉保健センターで開催
します
申込期間　６月25日㈮までの８：
30～17：15（土・日曜日は除く）
その他　３日以上参加する場合は、
交通費などの一部に補助があり
ます
申込・問い合わせ先　 障害福祉
課（平田町・障害者福祉センター内）
☎27-9981、FAX26-1767、
E-mail：shogaifukushi@ma.

city.hikone.shiga.jp
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◆
禁
煙
失
敗
は

ニ
コ
チ
ン
の
せ
い

平
成
15
年
５
月
１
日
に
「
健
康
増

進
法
」
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
公
共

施
設
や
交
通
機
関
な
ど
、
人
が
集
ま

る
場
所
で
の
禁
煙
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
背

景
か
ら
、禁
煙
に
関
心
を
持
っ
た
り
、

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
し
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
で
も
ほ
と
ん
ど
の
人
が
禁
煙

に
失
敗
す
る
の
は
、
そ
の
人
の
意
志

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ば
こ

に
含
ま
れ
て
い
る
ニ
コ
チ
ン
に
強
い

「
依
存
性
」
が
あ
り
、
禁
煙
を
じ
ゃ

ま
し
て
い
る
こ
と
は
、
科
学
的
に
も

明
ら
か
で
す
。
禁
煙
に
は
、
コ
ツ
が

あ
り
ま
す
。
禁
煙
成
功
へ
の
ポ
イ
ン

ト
を
知
っ
て
、
ぜ
ひ
、
禁
煙
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
ま
ず
は
禁
煙
の
準
備
か
ら

禁
煙
は
、
思
い
立
っ
て
か
ら
、
す

ぐ
に
始
め
な
い
ほ
う
が
う
ま
く
い
き

ま
す
。
ま
ず
、
た
ば
こ
や
灰
皿
を
片

付
け
る
な
ど
、
身
の
回
り
の
準
備
の

た
め
に
最
低
１
〜
２
週
間
の
期
間
を

設
け
ま
し
ょ
う
。
禁
煙
開
始
日
は
、

飲
酒
の
機
会
や
ス
ト
レ
ス
が
多
く
な

る
時
期
を
避
け
て
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

◆
た
ば
こ
切
れ
の
症
状
を

乗
り
切
る
コ
ツ

禁
煙
し
て
み
る
と
、
た
ば
こ
が
吸

い
た
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
の
症

状
が
現
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
体
か

ら
ニ
コ
チ
ン
が
抜
け
て
い
く
と
き
に

み
ら
れ
る
離
脱
症
状
で
す
。
こ
の
症

状
は
、
禁
煙
開
始
か
ら
３
日
以
内
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
普
通
１
週
間
、
長

く
て
も
２
〜
３
週
間
で
消
失
し
ま

す
。
こ
の
時
期
を
ど
う
過
ご
す
か
が

と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。
離
脱
症

状
が
出
て
き
た
ら
、
歯
み
が
き
や
深

呼
吸
を
す
る
、
水
を
飲
む
、
軽
い
運

動
を
す
る
、
糖
分
の
少
な
い
ガ
ム
を

か
む
な
ど
し
て
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
の
周

囲
に
近
づ
か
な
い
こ
と
や
、
飲
酒
・

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
な
ど
の
た
ば
こ
が

吸
い
た
く
な
る
機
会
を
減
ら
す
こ
と

も
大
切
で
す
。
薬
局
で
販
売
さ
れ
て

い
る
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
、
医
療
機
関

で
処
方
さ
れ
る
ニ
コ
パ
ッ
チ
な
ど
、

禁
煙
を
補
助
す
る
た
め
の
医
薬
品
を

積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
も
一
つ
で

す
。
こ
の
場
合
は
、
医
師
や
薬
剤
師

の
指
導
の
も
と
で
正
し
く
使
い
ま
し

ょ
う
。

も
し
禁
煙
中
に
た
ば
こ
を
吸
っ
て

し
ま
っ
て
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
そ
の

経
験
を
次
の
禁
煙
に
生
か
し
ま
し
ょ

う
。禁
煙
に
成
功
し
た
人
の
多
く
は
、

成
功
ま
で
に
平
均
３
〜
４
回
の
禁
煙

の
経
験
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
「
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
毎
日
に
慣
れ
る
た

め
の
練
習
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
の

だ
」
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

ら
く
ら
く
禁
煙
相
談

彦
根
市
で
は
禁
煙
希
望
者
に

対
し
て
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素

濃
度
や
尿
中
の
ニ
コ
チ
ン
検

査
、
禁
煙
に
む
け
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

健
康
管
理
課
☎
◯　24　
０
８
１
６

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市立病院は、専門性の高い検査や、入院を必要とする治
療などを、地域のなかで担っていくことを目指しています。
そのためには、地域の診療所などと連携し、役割を分担す
ることが重要です。普段の健康管理や、比較的軽い安定し
た病気の治療などは、診療所など地域の医療機関が受け持
ち、高度で専門的な診療を市立病院が行うことで、全体と
して質の高い医療が提供できるのです。

こうした連携をするときに、市立病院と診療所を結ぶの
が、「紹介状」です。市立病院に初診でかかるときは、ぜ
ひ紹介状を持って受診してください。
なお、各診療受付時間は、予約診療と救急を除いて、

8：30～11：00です。
問い合わせ先 市立病院医事課☎22-6050（内線1252）

市立病院では、ある病気やけがなどで外来を初めて受診
する人（初診の人）で、ほかの病院や診療所などからの紹
介状を持っていない人に、７月１日から、初診料のほかに
「特定療養費」（2,100円）を負担していただきます。
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さん

行事名・日時・内容・対象・定員・
受講料　　表のとおり
申込期間 6月26日㈯～7月11日㈰

8：30～17：00
場　　所 子どもセンター

申込方法・問い合わせ先 申込用紙
（子どもセンター窓口にあります）
に必要事項を書いて、受講料を添
え、同センター☎28-3645（FAX
共用）へ。

※それぞれ先着順に受け付け、定員
になりしだい締め切ります。
※休館日（6月28日㈪、7月5日㈪）
は受け付けられません。
※電話での申し込みはできません。

子どもセンター　夏休みの催しあれこれ 

※臨時の収集については、早めにお申し込み
ください。（臨時の収集は、原則として毎
週火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

７月前半

１日㈭

２日㈮

５日㈪

６日㈫

７日㈬

８日㈭

９日㈮

12日㈪

13日㈫

14日㈬

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、安清、芹、外、野
田山、正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今、本町一丁目、本町二丁
目、本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二
丁目（河原二丁目の一部を含む）、三津屋
原（原西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、野田山、正法
寺、地蔵、芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目の一部を
含む）、西今、三津屋
山之脇、芹川、幸、戸賀、小泉、西今、宇尾、野瀬、開出今、
三津屋
幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津屋、芹川、大藪、馬場
一丁目、馬場二丁目、長曽根、西今、開出今、須越
開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、城町一丁目、城町
二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、宇尾、開出今、
須越、海瀬
開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・第３部）、中藪
一丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、宇尾、甘呂、八坂
後三条（下）、立花、金亀、尾末、平田（大沢を除く）、宇尾、
竹ケ鼻、甘呂、八坂、開出今団地（第３部）、八坂北
後三条（下）、佐和、大東、旭、船、立花、平田（大沢を除く）、
亀山地区、稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）
佐和、立花、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、
後三条（上）、橋向、平田（大沢を除く）、亀山地区、出路、田原、
稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）
大橋、芹中、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、後三条（上）、
日夏、亀山地区、上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、肥田
（西肥田）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【７月前半】

図書館休館日
７月前半

５日(月)、12日(月)

２日㈮

６日㈫

１日㈭

７日㈬

8日㈭

9日㈮

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 J A 本 店 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１3日㈫
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１4日㈬
農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

在宅介護支援センター「かがやき」が
移転しました

在宅介護支援センター「かがやき」が外町129-2（国
道８号外町交差点付近）に移転しました。
電話・ファクスは、これまでどおり（☎21-6261、
FAX21-1116）です。
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健康管理だより

野の

下げ

咲さ
く

来ら

ち
ゃ
ん

︵
正
法
寺
町
︶

島し
ま

田だ

小こ

波な
み

ち
ゃ
ん

︵
平
田
町
︶

柳
や
な
ぎ

沢さ
わ

拓ひ
ろ

希き

ち
ゃ
ん

︵
小
泉
町
︶
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あなたの好きな彦根の表情を表紙を通
じて紹介してください。写真をお持ちで
ない場合は、 情報政策課広報係で撮影
します。☎22-1411（内線431）へ気軽
に連絡してください。

野田沼のほとりの辻さん

表
紙
の
こ
と
ば

辻つ

じ

善よ

し

温は

る

さ
ん
︵
甘
呂
町
︶

野
田
沼
は
、
甘
呂
町
と
須
越
町
に
は
さ

ま
れ
た
田
の
中
に
あ
り
ま
す
。
大
昔
、
犬

上
川
と
宇
曽
川
か
ら
流
れ
出
た
土
砂
で
、

湖
が
封
じ
込
め
ら
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

昭
和
40
年
こ
ろ
ま
で
は
、
縦
横
に
水
路

が
通
じ
る
水
郷
地
帯
で
、
田
舟
を
使
っ
て

田
へ
行
く
家
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
船
着
き
場
に
は
、
数
十
艘そ

う

の
田
舟

が
つ
な
が
れ
て
い
ま
し
た
。

沼
の
周
囲
は
葦あ

し

に
覆
わ
れ
、
漁
を
す
る

と
鯉
、
鮒
、
雷
魚
な
ど
が
豊
富
に
と
れ
、

祭
や
正
月
の
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
圃ほ

場じ
ょ
う

整
備
が
す
ん
で
便
利
に
な
り

ま
し
た
が
、
あ
の
こ
ろ
の
風
景
は
懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。

最
近
は
沼
の
周
辺
が
整
備
さ
れ
、
出
島

に
は
中
国
の
友
好
都
市
、
湘
潭

し
ょ
う
た
ん

市
か
ら

贈
ら
れ
た
柳
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
緑

の
美
し
い
夏
ご
ろ
ま
で
は
、
特
に
気
持
ち

の
い
い
場
所
で
す
。
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今月の納税

市県民税（第１期）

６月30日㈬までに納めましょう

彦根市では、「彦根市自転車等の放置の防止に関する条
例」を定め、彦根駅、河瀬駅、南彦根駅周辺を「放置自転
車禁止区域」に指定しています。この区域内に放置された
自転車・バイクは市が撤去し、移動保管料を徴収していま
す。
通勤や通学などで駅を利用するときは、路上に自転車を
放置せず、必ず民間の自転車預かり所か市営自転車駐車場
を利用してください。
また、買い物などで自転車置き場が設置されている商業
施設を利用するときは、歩道ではなく、定められた自転車
置き場に置きましょう。
問い合わせ先 生活環境課☎22-1411内線134、
FAX27-0395

身近で手軽な自転車は、環境にもやさしい交通手段とし
て、世代を越えて愛用されています。
しかし、一方で、歩道に止められている自転車は、歩い
て通る人の妨げになっていて、特に点字ブロックを利用す
る視覚障害者の皆さんにとってはたいへん危険です。
また、放置された自転車は駅前の景観を壊し、さらに、
いざというときの消火・救急活動をしにくくしたり、自転
車盗の温床になるなど、さまざまな社会問題の原因にもな
っています。

市内の放置自転車禁止区域


